
熊本市新型コロナウイルスワクチンの
住民向け接種に係る説明会【第４回】

令和3年（２０２１年）12月18日
健康福祉局保健衛生部

感染症対策課

※ 令和３年（２０２１年）12月16日現在の情報であり、今後、変更となる場合があります。
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１． １・２回目接種の状況

２． 追加接種の概要

３． 小児（５歳～１１歳）接種の概要

４． 使用するワクチンの概要

５． ワクチンの配送について

６． 追加接種用の接種券・予診票について

７． ワクチン接種費用の請求について
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本年２月より新型コロナワクチン接種が順次開始されたが、現在、本市においては８５％を
超える市民の方が２回目接種を終えている状況である。

⇒ このうち、約７割近い方が、個別医療機関様において接種いただいている。

これまでの本市における新型コロナワクチン接種の状況について

接種会場
接種回数

（１・２回目合計）
割 合

個別医療機関 757,377 67.5％

（熊本市）
集団接種会場

158,467 14.1％

（事業者）
職域接種会場

121,011 10.8％

（熊本県）
広域接種センター
(グランメッセ)

85,206 7.6％

合 計 1,122,061

【会場別接種者数】【接種回数及び接種率（年代別）】
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５． ワクチンの配送について

６． 追加接種用の接種券・予診票について

７． ワクチン接種費用の請求について

4



【追加接種の接種間隔】
・２回目接種から原則８か月以上
※予防接種法上は６か月経過から接種が認められているが、あくまでも地域の感染状況、

クラスターの発生状況などにより、厚生労働省に事前に相談した上で認められた場合
であり、地域が自由に前倒しを判断できるわけでない。

【追加接種で使用するワクチン】
・過去の接種に使用したワクチンの種類にかかわらず、ｍRNAワクチン（ファイザー社ワクチ
ン又は武田/モデルナ社ワクチン）を用いることが適当（交互接種も可とすることが前提）

・武田/モデルナ社ワクチンは現在薬事審査中のため、当面はファイザー社ワクチンを使用

【追加接種の対象者】
・２回接種を完了した１８歳以上の方
・重症化リスクの高い者や重症化リスクの高い者と接触の多い者、職業上の理由により
ウイルス感染リスクの高い者（医療従事者等)については、特に追加接種を推奨

現時点において国から示されている追加接種の概要

新型コロナワクチン接種の追加接種の概要について

⇒ 12/6総理所信表明演説において、前倒しを進める方針が示されたものの、
対象範囲やワクチンの供給量、供給時期等、詳細についてはまだ不透明な状況。

（本市の方針）接種対象者は８か月経過者を基本とする。ただし、前倒しの方針が
示された場合に備え、接種券の発送準備は進める。
（※）ワクチン廃棄防止のための例外あり（P14参照）

※あくまでも現時点の情報
今後、国の方針に基づき
変更となる可能性あり
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参考：２回目接種から８か月以上経過の考え方

新型コロナワクチン接種の追加接種の概要について

「８か月以上」とする場合は、２回目接種を行った日から８か月後の同日から接種可能であ
る（例１）と考え、８か月後に同日がない場合は、その翌月の１日から接種可能である（例２）。
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【全体イメージ】

【量・種別】

本市における追加接種の方針

新型コロナワクチン接種の追加接種の概要について
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【《参考》県からの通知、県報道資料】

新型コロナワクチン接種の追加接種の概要について
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（ファイザーワクチン）
国から配分のあったファイザーワクチンはすべて医療機関へ配分（障がい者、若年
男性等の集団接種会場分を除く）
ただし、ファイザーワクチンとモデルナワクチンの配分比率が６：４であることから、
事前に実施した接種希望量調査結果を踏まえ、必要に応じ上限設定する。

（モデルナワクチン）
①個別医療機関：事前の意向調査により希望された医療機関に対してのみ配分
②集団接種会場：公共施設、市街地ホテルともにモデルナ専用で開設

（市総合体育館、障がい者センター希望荘はファイザーも併用）

※②については、今後明らかとなる職域接種、県広域接種の実施状況によって
接種箇所数は変動する見込み

【本市におけるワクチン配分の方針】

新型コロナワクチン接種の追加接種の概要について
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※あくまでも現時点の情報
今後、国の方針に基づき
変更となる可能性あり



参考：熊本県内のワクチン配分状況【11/29 熊本県発表資料】

【熊本県全体のワクチン供給量】 【県内市町村別のワクチン配分量】

※１箱あたりの接種回数 ファイザー： 1,170回
モデルナ： 150回 10



参考： 10/28 第25回厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会資料（抜粋）
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参考： 10/28 第25回厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会資料（抜粋）
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本市の追加接種の方針

【医療従事者等について （※1２月に２回目接種から８か月経過した者を含む）】

・１２月１日より順次接種開始

・12月、１月に接種予定の医療従事者等（市内在住）については、すでに接種券を発送済。

・医療機関様には、12月～１月に接種する医療従事者等について、必要量調査を実施。
⇒12月分は11/29に、１月分は12/3にワクチン配分量をそれぞれ通知

・接種先にあてがない医療従事者等については、11/20よりコールセンターで予約受付中
（接種場所は主に集団接種会場）
⇒ 本日（12/18）より、予約受付システムでも予約可能に（1/4～1/31の期間）

・使用するワクチンは、12月～１月はファイザー社ワクチンを使用。
⇒ ２月以降の接種については、武田/モデルナ社ワクチンの接種も可能となる見込み。

・２月以降に接種する医療従事者等は、同時期に追加接種を開始する65歳以上の高齢者
と同様、ご自身で予約システムもしくはコールセンターにて予約可能。

新型コロナワクチン接種の追加接種の概要について
※あくまでも現時点の情報
今後、国の方針に基づき
変更となる可能性あり

13



医療従事者接種に関するよくある質問

新型コロナワクチン接種の追加接種の概要について

⇒ 12月から医療従事者の接種が開始しているが、１日あたりの接種者数が６の倍数に
ならない場合、ワクチン廃棄を防ぐため、端数分を６か月経過済みの医療従事者等に
接種してよいか。

【参考：厚生労働省 全国自治体向け速報Q&A（抜粋）】
Q：ワクチン接種の予約に突然のキャンセルがあり、準備していたワクチンの廃棄を防ぐ

ために、急遽初回接種から８か月経っていない者（※）に接種を行うことは許容され
るか。（※６か月以上は経過）

A：やむを得ない。

（本市における方針）
原則８か月経過している方が接種の対象であるため、できるだけ８か月経過者に接種
をお願いするが、どうしても見つからない場合は、６か月経過済みの医療従事者やかかり
つけ患者等に接種して差し支えない。
ただし、請求事務は接種券が届いてからの対応となるため、医療機関様において適切

な事務処理をお願いする。

※あくまでも現時点の情報
今後、国の方針に基づき
変更となる可能性あり
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本市の追加接種の方針

新型コロナワクチン接種の追加接種の概要について

【高齢者施設の入所者及び施設従事者について】

・主に１月より接種を開始

・入所者の接種券については、入所している高齢者施設等にまとめて順次発送。

・市内高齢者施設等に対し、事前に医療機関様と調整の上、接種計画の作成を依頼。
⇒12/16時点でほとんどの施設から施設接種計画表が提出済。

・接種に必要なワクチンは、施設から指定された医療機関様へ配送予定。
⇒配送量については、これまで同様、配送日の前々日に、医療機関様へ電話確認を実施

※使用するワクチンは、１月接種分はファイザー社ワクチンを使用
（２月以降に接種予定の施設については、武田/モデルナ社ワクチンの接種も可能）

※あくまでも現時点の情報
今後、国の方針に基づき
変更となる可能性あり
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本市の追加接種の方針

【在宅の６５歳以上の高齢者について】

・主に２月より接種を開始
・使用するワクチンはファイザー社ワクチンと武田/モデルナ社の２種類
（モデルナ社ワクチンは薬事承認される前提で、３月までの供給量が確定済み）

・医療機関様に対して、接種希望のワクチン種類及び2月～３月の接種希望量の照会を実施。
⇒2月及び３月のワクチン上限量については、来週通知予定。

新型コロナワクチン接種の追加接種の概要について

※あくまでも現時点の情報
今後、国の方針に基づき
変更となる可能性あり
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ワクチン種別 ファイザー モデルナ

【A】市留保+追加接種用供給量
（12月～３月まで）

199,866回分 123,450回分
（※2月以降供給予定）

【B】12月～１月配分確定量
（医療従事者+高齢者施設等分）

58,860回分 0回分

【C】2～３月配分可能総量 A－B 141,006回分 123,450回分

【D】２月使用見込量 C×42％
※42％…対象者のうち2月対象者の比率

59,220回分 51,840回分

【E】医療機関の2月接種可能総回数 106,982回分 19,095回分

【F】医療機関への配分総量
（DとEの少ない方）

59,220回分 19,095回分

【G】 配分率 E/D 55.4％ 100％

【参考：現時点の２月のワクチン上限量の配分の考え方】



本市の追加接種の方針

（参考：意向調査の結果概要）
【調査対象】419医療機関（住民向け追加接種を実施予定の医療機関）
【調査項目】①追加接種に使用するワクチン種類について

②２月（1/31～2/27）の接種可能回数について
③３月（2/28～4/3）の接種可能回数について

新型コロナワクチン接種の追加接種の概要について

希望ワクチン ファイザーのみ ファイザー・モデルナ併用 モデルナのみ

① 医療機関数 312（74.4％） 105（25.1％） ２（0.5％）

ファイザー社ワクチンは３月も希望量の約55％程度を配分予定。
武田/モデルナ社ワクチンについては、まだ十分に配分できるワクチ
ン量があるため、新規配分や増量を希望される医療機関様は、別途ご
相談ください。
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使用ワクチン ファイザー モデルナ

② （a) ２月接種可能総回数 106,982回 19,095回

③ （b) ３月接種可能総回数 145,094回 29,810回

（c) 2～３月配分可能総量 141,006回 123,450回

過不足 c－(a+b) ▲110,070回 +74,545回



【集団接種会場の開設について】

「職域接種」、「県の広域接種センターの開設」等が不透明な状況を踏まえ、１・２回目接種
と同様に、追加接種においても集団接種会場を開設するとともに、基本的には武田/モデル
ナ社ワクチンを接種する。

（開設予定の集団接種会場）

〇熊本城ホール

〇西部公民館

〇城南総合スポーツセンター

〇かがやき館

〇市総合体育館（若年男性等のファイザー社ワクチン接種にも対応）

〇希望荘（障がい者専用会場：ファイザー・モデルナ双方の接種体制を確保）

⇒必要に応じて、市街地ホテルでの集団接種会場（モデルナ会場）の開設を検討する。
(今後明らかとなる職域接種、県の広域接種の実施状況によって接種数は変動) 

新型コロナワクチン接種の追加接種の概要について

（熊本城ホールにおける接種の様子）

※あくまでも現時点の情報
今後、国の方針に基づき
変更となる可能性あり
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【６５歳以上高齢者の予約受付について】

当初、予約時の混乱を防ぐため、接種する場所と日時を指定する当て込み方式を検討

国から供給されるワクチンは、モデルナとファイザーの２種類で必要量が配分されることが
判明し、副反応や交互接種の情報を踏まえ、ご本人にワクチンを選択してもらうことが重要と
考え、予約方法については従前のとおり、以下の３つの方法により受け付ける。

①インターネットによる予約（２４時間）
※土日は公民館等で高齢者等向け予約サポート

• センターを開設（8時30分～16時）

※平日は公設公民館窓口で個別相談対応

②コールセンターによる電話予約

（８時３０分～１９時）

③かかりつけ医療機関様における独自予約

新型コロナワクチン接種の追加接種の概要について

※初回接種開始時のような混乱を避けるため、接種券の分散発送、コールセンターの回線増、
予約サポートセンターの開設を実施
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【接種券の分散発送について】
接種券については、２回目接種日順に１週単位で発送し、予約の分散を図る。
対象者を細かく分散することで予約の際の混乱を回避する。
毎週金曜日(祝日の場合は木曜日)に接種券を発送し、翌週の土曜日から2週間後の
接種時期の予約を受付開始する。

新型コロナワクチン接種の追加接種の概要について

2回目接種日 接種券発送日 予約開始日 接種時期 対象者数

A R3.6.1～6.6 R4.1.7（金） R4.1.15（土） R4.2.1(火)以降 4,142人

B R3.6.7～6.13 R4.1.14（金） R4.1.22（土） R4.2.7(月)以降 16,024人

C R3.6.14～6.20 R4.1.21（金） R4.1.29（土） R4.2.14(月)以降 33,956人

D R3.6.21～6.27 R4.1.28（金） R4.2.5（土） R4.2.21(月)以降 33,429人

E R3.6.28～7.6 R4.2.4（金） R4.2.12（土） R4.2.28(月)以降 31,447人

F R3.7.7～7.13 R4.2.10（木） R4.2.19（土） R4.3.7(月)以降 19,234人

G R3.7.14～7.20 R4.2.18（金） R4.2.26（土） R4.3.14(月)以降 23,079人

H R3.7.27～7.27 R4.2.25（金） R4.3.5（土） R4.3.21(月)以降 41,081人

【現時点の発送スケジュール】

※あくまでも現時点の情報
今後、国の方針に基づき
変更となる可能性あり
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（予約から接種のイメージ）Aを例とした場合



追加接種開始までの想定スケジュールについて
日 月 火 水 木 金 土

12/19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31 1/1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31 2/1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

予約受付開始Ａ

予約受付開始Ｂ

予約受付開始Ｃ

２/１ ～ ２/１３ 接種分の予約受付

２/７ ～ ２/２０ 接種分の予約受付

２/１４ ～ ２/２７ 接種分の予約受付 予約受付開始Ｄ

２/２１ ～ ３/６ 接種分の予約受付

接種開始

接種券送付Ａ

接種券送付Ｂ

接種券送付Ｃ

接種券送付Ｄ

２、３月分
上限量通知 ２、３月分の

予約枠の照会
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※あくまでも現時点での想定スケジュールであり、国から前倒しの方針が示された場合、
変更となる可能性があります。
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現時点において国から示されている小児接種の概要

新型コロナワクチン接種の小児（５歳～１１歳）接種の概要について

【小児接種の対象者】
・接種日時点で５歳から１１歳までの者でワクチン接種を希望する者

【小児接種で使用するワクチン】
・小児用のファイザー社ワクチン（５歳～１１歳用）
※これまでのファイザー社ワクチンとは濃度や用量が異なる

【小児接種の接種間隔】
・１回目接種から一定期間経過後に２回目を接種（詳細は薬事承認後にお示しします）

※薬事承認前であり、
全て予定の情報です
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参考： 10/28 第25回厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会資料（抜粋）
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参考： 10/28 第25回厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会資料（抜粋）
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【小児用ワクチン接種に関する意向調査について】

・早ければ２月から小児（５歳～１１歳）のワクチン接種を開始との国方針を踏まえ、市内の
一部の医療機関様に対し、小児用コロナワクチンの接種意向等について調査

【調査対象】２２１医療機関（小児用予防接種実施機関として市登録済の医療機関）
【調査項目】①小児用ワクチン接種の協力の可否について

②集団接種会場設置の是非、ご意見について

新型コロナワクチン接種の小児（５歳～１１歳）接種の概要について

小児ワクチン接種 医療機関数

協力する ８３（37.6％）

協力は難しい １３８（62.4％）

集団接種会場の開設 回答医療機関数 主なご意見

毎日開設したほうが良い ９３（42.1％）
選択肢は多い方が良い
平日夜間の開設は希望者が多い 等

土日祝限定の開設 ８０（36.2％） 補完的な開設が望ましい 等

開設すべきでない 他 ４８（21.7％）
専門性が高く、小児科に任せるべき
嫌がる子も多く、成人の集団接種会場と
同じ人員体制であれば困難 等

引き続き接種のご検討を
お願いします！

26（回答：12.16時点）



新型コロナワクチン接種の小児（５歳～１１歳）接種の概要について

（小児接種医療機関の分布図）
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（本市の方針）
引き続き、医療機関様に対し接種協力を
お願いする。
小児対象集団接種会場については、約８
割の医療機関が必要とされていること、
接種対象者を春休み中（新学期までに）
に接種し感染防止を図ること、などから
土日、夜間等を中心に開設を検討する。

中央区 東区 西区 南区 北区 計

対象医療機関数 71 52 25 35 38 221

接種可能医療機関数 21 24 12 11 15 83

接種割合 30% 46% 48% 31% 39% 38%

接種可能回数

（推計値）
4370 5200 2710 3910 1640 17830

対象者数

（R3.11.1現在）
9,941 13,805 5,259 10,363 9,104 48,472

カバー率 44.0% 37.7% 51.5% 37.7% 18.0% 36.8%

（回答：12.16時点）



小児接種開始までの想定スケジュールについて

日 月 火 水 木 金 土

1/9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31 2/1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

6 7 8 9 10 11 12

予約受付開始

２/１4～ ３/６ 接種分の予約受付

接種開始

市において受付分の２回目当て込み作業を実施

国からワクチンの供給量や供給時期が
示され次第、予約枠の照会を発出予定。

28

接種券送付

※あくまでも現時点での想定スケジュールであり、国の方針決定やワクチン供給量・時期の
提示が遅れた場合、３月以降に接種を開始する可能性あり。
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１． １・２回目接種の状況

２． 追加接種の概要

３． 小児（５歳～１１歳）接種の概要

４． 使用するワクチンの概要

５． ワクチンの配送について

６． 追加接種用の接種券・予診票について

７． ワクチン接種費用の請求について



　ファイザー社ワクチン 　小児用ファイザー社ワクチン

　コミナティ筋注 　コミナティ筋注（仮）

紫 　オレンジ

必要
（0.45mLの薬液を1.8mLの生理食塩液で希釈）

必要
（1.3mLの薬液を1.3mLの生理食塩液で希釈）

１、２回目接種

0.5ｍL

３回目接種

0.25ｍL 希釈後のものを0.3mL 希釈後のものを0.2mL

１０回 １５回 ６回 １０回

配送中

納品～接種まで ２～８℃の冷蔵状態で３１日間 ２～８℃の冷蔵状態で１0週間

接種の際
・室温へ移行後、２時間以内に希釈

・希釈後は６時間以内に使用

・室温へ移行後、1２時間以内に希釈

・希釈後は12時間以内に使用

２～８℃の冷蔵状態で３０日間

・8～25℃へ移行後、針を刺す前の

　状態で12時間保存が可能

・一度針を刺したバイアルは６時間

　以内に使用

　武田/モデルナ社ワクチン

COVID-19ワクチンモデルナ筋注

赤

不要

2～8℃の冷蔵状態で配送（到達後、再凍結は不可）
保

管

方

法

・

保

管

時

間

販売名

ワクチンキャップの色

生理食塩液による希釈

１回あたりの接種量

１バイアルあたりの採取回数

現時点において国から示されている各ワクチンの概要

追加接種、小児接種に使用するワクチンの概要について

30
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ワクチンの配送について

（①Aコース（東区、西区、北区）：毎週月曜・木曜、 ②Bコース（中央区、南区）：毎週火曜・金曜）

追加接種や小児用接種に必要なワクチンについては、 これまで同様、市内をエリアで分けた２ルートで
配送を予定しています。

２月以降、取り扱うワクチンが３種類（ファイザー、モデルナ、小児用ファイザー）となりますが、
冷蔵配送温度が同じ（2℃～８℃）であること、冷蔵保存期間も30日間以上あること等の理由から、
１つの保冷バックに複数種類のワクチンを同梱して配送する予定です。
（バイアルホルダーは別にしますので、１つのアルミ内箱に別種類のワクチンが入ることはありません。）

⇒２月以降、複数種類のワクチンを管理する医療機関様におかれましては、容器・管理を明確に分ける、
複数人での管理を徹底するなど、適切なワクチン管理をお願いします。

【参考】 予診票回収専用封筒（現行どおり）

※不足する場合はワクチン配送業者に申し付けください。

32

また、種類ごとに保管期限等が異なりますので、情報提供シートも別々に作成し、同封いたします。



ワクチン配送のための接種計画票について

※ 追加接種においても、１・２回目接種と同様、予約システムを使用していない予約受付分について
は、提出期限までに接種計画票を提出していただく必要がございます。

※ ２月以降の接種計画票については、医療機関様において使用していただくワクチンが最大３種類
（ファイザー、モデルナ、小児用ファイザー）に増えるため、様式を変更いたします。

２月接種分から
様式が変わります

日毎の接種人数については
①ファイザーは６の倍数、
②モデルナは１５の倍数、
③小児用ファイザーは１０の倍数
をそれぞれ記載すること。
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接種計画票提出の流れ

熊本市ＨＰから「接種計画票」をダウンロードする。
【https://www.city.kumamoto.jp/hpkiji/pub/Detail.aspx?c_id=5&id=35128】

（医療機関の所在地に応じて接種計画票の様式が異なりますので
ご注意ください。）

赤枠内を記入する。

「接種計画票」を下記連絡先へFAX又はメールにて提出する。
（ＦＡＸ） ０９６－328－8666
（メール） vproject@city.kumamoto.kumamoto.jp
※ 可能な限りメールでのご提出にご協力ください。

【注意事項】
・ファイザー社ワクチンは、ワクチンと一緒に接種用の注射針・シリンジ、希釈用の
注射針・シリンジ、生理食塩液、接種シール、添付文書を配布します。

・モデルナ社ワクチンは希釈する必要がありませんので、ワクチンと一緒に接種
用の注射針・シリンジ、接種シール、添付文書を配布します。

・ワクチンは保冷バッグで配送いたします。次回配送時に前回受け取った保冷
バッグを配送業者（日本通運）に返却してください。

・冷蔵状態で配送されたワクチンについては再凍結はできません。
2～８℃の冷蔵状態で保管をお願いします。

１

２

３

（「接種日時」は配送スケジュールを基に、予め記載しております。）

「接種計画票」に記載されたワクチン配送予定日に配送業
者がワクチンを配送します。

４

提出期限は配送日の３営業日前

（Ａ）コース：１月31日（月）配送分の提出期限は1月26日（水）です
（Ｂ）コース：2月１日（火）配送分の提出期限は1月27日（火）です

ワクチン配送のための接種計画票について

（Ａ）コース
医療機関の所在地：東区・西区・北区
ワクチン配送曜日（原則）：月曜・木曜

（Ｂ）コース
医療機関の所在地：中央区・南区

ワクチン配送曜日（原則）：火曜・金曜

2534
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https://www.city.kumamoto.jp/hpkiji/pub/Detail.aspx?c_id=5&id=35128
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追加接種用の接種券・予診票について

予診票様式の変更について

36

接種券・予診票・請求の詳細は、令和3年（2021）11月25日発感対発第000991号
「予診票の様式変更及び時間外休日加算の取り扱いについて」をご参照ください。

・「初回（1・2回目）接種用」、「３回目接種用」の予診票様式は、時間外・休日接種の記
入ができるように見直されました。

・12月1日以降の接種は、原則、『新様式』の予診票を使用してください。
※ 被接種者が、すでに記載した旧様式の予診票を持参された場合などは、例外的に使用可能です。

〔予診票の種類（12月1日以降）〕

①新様式（接種券シール貼り付けタイプ）【熊本市はこのタイプを発行】
…時間外・休日加算記入項目あり

②新様式（接種券一体型予診票タイプ） 【熊本市以外の市町村が発行する場合がある】
…時間外・休日加算記入項目あり

③旧様式の予診票（全国共通） ※ 例外的に使用
…時間外・休日加算記入項目なし、接種券シール貼り付け方式



こちらに被接種者の接種券の
シールを貼付ください。

※医師・医療機関記入部分

【予診票様式変更】
医療機関確認欄を追加
〔時間外・休日・小児（6歳未満）〕
※  該当項目を塗りつぶしてください。
※  時間外の場合は受付時間を記入

37

追加接種用の接種券・予診票について

【接種券の変更】
市町村によっては接種券が予め印刷された予診票を発
行します。
（熊本市は従来どおりシールタイプの接種券を発行）

【予診票様式変更】
接種履歴記入欄に、ワクチン種類の項目を追加

【予診票様式変更】
接種順位に関する質問事項を削除

接種券と同じ【住所・氏名・生年月日】であることを必ず確認



予診票の確認方法について

予診票の確認方法は、厚生労働省資料「新型コロナワクチン 予診票の確認のポイント」にてご確認ください。
※ 現段階では、新様式に未対応です。最新のものをご確認ください。
※厚生労働省ホームページ（新型コロナワクチンの予診票・説明書・情報提供資材）
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/vaccine_yoshinhyouetc.html
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住民票住所と接種券記載住所の確認

市外へ転出した場合、転居先市町村が発行する接種券が必要です。
予診票に記入された住所と接種券の住所が異なる場合は、接種記録の
管理や接種費用支払いに支障が生じますので、必ず一致していることを
確認してください。

接種間隔の確認（接種済証・接種目安）

接種券（接種済証部分、3回目接種予約情報）などで確認してください。

※ 熊本市への転入者については、転入前の接種記録が記載されず
＊マークが記載されます。

予診票確認項目のうち、
①接種履歴確認
②予診票記載住所と接種券記載住所の一致
③2週間以内の予防接種有無
の項目は、事務職員などが確認可能です。
確実に確認いただくようお願いします。

この氏名・住所・生年月日が予診票記入内
容と一致することを確認してください

2回目接種日をご確
認ください

２回目接種日の８か月後
の同日を記載しています

追加接種用の接種券・予診票について

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/vaccine_yoshinhyouetc.html


接種券は、接種実施医療機関等が接種対象者であることを確認する上で必要なものであることから、まずは住民
票所在市町村への接種券発行申請を促すなど、接種券を活用した接種の原則に従った対応が必要ですが、やむ
を得ず、接種券なしで接種する場合、次のとおり取り扱いいただくようお願いします。

・接種券が届いていない被接種者に接種できるのは、当日キャンセルや端数調整等に対応するような例外的な
場合に限る。
・接種済証などで接種履歴を確実に確認すること。
・接種する際に熊本市への報告は不要。ただし、６か月以上の間隔をおかず接種した場合は間違い接種として報
告が必要になる。
・接種当日は、接種済証に代えて接種記録書を交付すること。

※ 接種記録書は、厚生労働省ホームページ「新型コロナワクチンの接種を行う医療機関へのお知らせ」のものをご使用ください。
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/vaccine_iryoukikanheno_oshirase.html

・熊本市住民の場合、初回接種の完了（2回目接種）から７か月経過した後に接種券が住民票住所に届くため、
予診票提出等はその後に行うこと。（熊本市民以外の接種券の取り扱いは、発行する市町村にお問い合わせくだ
さい）
・被接種者に対し、住民票所在自治体から接種券が発行されたら、速やかに医療機関に持参してもらい、予診票
へ接種券を貼付すること。
・他市町村の接種券が接種券一体型予診票の場合には、当日使用した予診票から接種券一体型予診票への転
記を依頼すること。

詳細は「例外的な取扱として接種券が届いていない追加接種対象者に対して新型コロナワクチン追加接種を実施する際の事務運
用について」（令和3年11月26日付厚生労働省健康局健康課予防接種室事務連絡）を参照
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接種券なしで接種する場合の取り扱い

追加接種用の接種券・予診票について
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接種券なしで接種する場合の取り扱い

追加接種用の接種券・予診票について
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接種券なしで接種する場合の取り扱い

追加接種用の接種券・予診票について
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ワクチン接種費用の請求について

時間外・休日加算は、これまで熊本市が市外住民分も含めてお支払いしていましたが、12月
接種分からは、新予診票に基づき、接種費用の支払者がお支払いするように変更されます。
（熊本市以外に居住する者への接種に係る時間外・休日加算は、接種費用に併せて国保連合会が支払うことになる）

ただし、旧予診票で接種した場合の時間外・休日加算は、従来どおり熊本市が支払います。
（市外住民への接種分も含め、請求委任状及び実績報告書により熊本市に請求してください）

43

時間外・休日加算の取り扱い



ワクチン接種費用の請求について

◆請求方法の変更

・基本の接種費用については従来どおりです（予診票送付状様式のみ変更)
・新様式予診票に係る時間外・休日加算については、これまで使用していた請求委任状
及び実績報告が不要となります。
・旧予診票に係る時間外・休日加算については、従来どおり、請求委任状及び実績報告
書をご提出ください。

◆時間外・休日加算振り込みスケジュール（基本の接種費用は変更なし）

（熊本市に居住する者への接種分）
・新様式予診票については、基本の接種費用振り込みの翌月末に振り込み
・旧予診票については、奇数月10日までに前月及び前々月分の接種実績に基づき
請求し、提出期限翌月末に振り込み 例：12・1月接種 ➡ 2月10日提出〆切 ➡ 3月末振込

（熊本市以外に居住する者への接種分）
・新様式予診票については、接種費用と併せて国保連合会から振り込み
・旧様式予診票については、熊本市民分と併せて熊本市が取り扱う

詳細は、令和3年（2021）11月25日発感対発第000991号「予診票の様式変更及び時間外休日加算の取り扱いについて」を
ご参照ください。 44

請求方法・振込スケジュールの変更について



ワクチン接種費用の請求について

新旧予診票様式の混在、時間外・休日加
算の取り扱い追加等に対応するため、予
診票送付状の様式を変更しました。

接種費用支払いのために必要となります
ので、予診票提出の際は、必ず予診票送
付状を同封願います。

詳細は、令和3年（2021）11月25日
発感対発第000991号「予診票の様式
変更及び時間外休日加算の取り扱いに
ついて」をご参照ください。
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予診票送付状の変更について

（変更点）
新予診票・旧予診票の区分を追加
熊本市・熊本市以外の区分を追加
時間外・休日の区分を追加



ご清聴いただき

ありがとうございました

引き続き

新型コロナワクチン接種に

ご協力いただきますよう

お願いします
46


